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量

調

書

恵

相
積
税
改
造
の
一
市
菜
・
・
・
・
・
・
・
・
-
法
皐
博
士
神
戸

利
子
の
資
本
菩
積
に
及
ぼ
す
作
用
・
・
・
文
宰
博
士
高
田

赤
子
の
天
折
統
計
観
・
・
・
・
・
・
・
・
さ
宇
博
士
財
部

時

間

論

醐

詩
替
戦
争
さ
同
協
替
の
騰
貴
・
・
・
・
-
言
語
士
谷
口

研

芦

簿
記
の
目
的
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
月
中
士
地
川
虎
三

資

本

蓄

積

論

・

・

・

-

a

経

溌

皐

士

柴

田

敬

伝
用
統
制
に
就
い
て
・

-
-
-
-
-
-
-
M
主

主

主

松

岡

孝

児

韻

荷

園

家

の

相

槙

擢

・

・

・

・

・

・

経

済

墜

士

三

谷

道

麿

所
謂
Z
買
上
税
一
に
就
い
て
・
・
・
・
・
空
2
7
t
佐

伯

玄

洞

百
貨
屈
す
}
専
門
庖
・
・
・
-
-
'
・
縄
市
立
平
士
堀
新
一

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

禁

載

輔

静保正

治馬 t佳

士
口
青
山
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第
二
披

])」比

赤

子

の

夫

折

統

計

観

員オ

音E

静

y台

p
r
n
主主干
L
o
-
-
-一
品
少

k

ノ
〕
王
丸
牙
M

U

-

二

1
6
E
百戸号、
Aι
ト

i
t
L一一
AZ--Lト
i
h
L
L
k
z
ι
F
A
A
h
N
2
L
P
7
2手
J

今
忌
也
、
》
広
、
事
〉
l

、『
t

a

一
品
前
川
町
間
交
語
、

41、
し

1
H
Z
山川

1
7
A
U町
括
起

l

E山
m
Hド
L
n
n
t
u
H
l
孔
4
1
〈
ω
(

州
諸
1
7
E
J
d
/
.
1
5
-
i
j
j

サ
ケ
デ

大
抵
、
此
誼
を
後
す
る
と
き
は
わ
っ
と
叫
理
を
あ
げ
て
目
を
引
つ
く
る
者
あ
り
、
併
な
が
ら
初
よ
り
妊
熱
め
り
て

ネ

ム

リ

タ

ダ

、

、

、

、

、

う
と
う
と
昏
睡
聾
を
あ
げ
十
に
惟
手
足
を
描
謝
し
て
後
に
引
つ
く
る
も
あ
り
、
此
を
急
驚
風
、
と
い
ふ
な
り
慢
驚

ク
ダ
リ
手
乎
ク
イ
モ
ノ
ヲ
ハ
ク
カ
ソ
ト
リ
ト
ナ
リ
ピ
ク
ッ
キ

風
。
大
抵
大
病
の
後
或
は
大
便
潟
利
或
は
吐
乳
食
こ
と
数
日
の
後
に
俄
に
昏
悶
驚
措
置
親
等
の
謹
あ
り
と
は

本
居
宜
長
と
同
〈
一
八
O

一
)
年
に
捜
し
た
る
。
名
警
法
眼
丹
波
安
一
克
元
塞
が
、
そ
の
寛
政
元
(
一
七
八
九
)
年
上
剰
の
著

「
庚
恵
持
急
方
」
中
に
説
〈
所
な
り
、
而
し
て
急
慢
驚
風
に
封
す
る
慮
方
と
し
て
、
幾
多
の
散
湯
又
九
葉
市
乞
拳
ヤ
る

也
ヤ
ク

ν
ユ

フ

フ

ク

ν
ウ

中
に
、
慢
驚
風
を
治
す
る
主
方
「
加
味
和
中
湯
」
と
し
て
、
人
参
白
木
(
各
一
匁
)
夜
苓
、
陳
皮
、
金
蝿
(
各
五
分
〉
細
辛

，

ヤ

ウ

ガ

オ

チ

右
萎
棄
入
水
煎
乳
母
に
も
用
ゆ
べ
し
土
は
、
享
保
十
(
一
七
二
五
)
年
の
序
を
附
す
る

(
三
分
)
薄
荷
、

甘
州
(
各
二
分
)

産
桂
洲
著
「
袖
珍
墜
便
大
成
し
卓
に
説
〈
所
な
り
、
斯
〈
の
如
き
は
本
邦
新
進
の
響
曲
牢
者
に
よ
り
、
陳
套
否
無
用
の

立
話
調
き
る
h

ゃ
を
知
ら
品
?
と
離
も
、
ヒ
キ
ヅ
ケ

(USE-凹
5
5
が
特
に
夏
季
じ
際
し
幾
多
愛
児
の
生
命
を
、
明

墜
に
し
て
奪
ふ
の
症
賦
た
り
、
た
め
に
そ
の
命
且
タ
を
計
ら
さ
る
の
扶
め
る
こ
と
、
晩
表
雨
後
の
箱
一
か
間
引
か
れ



行
〈
に
似
た
る
は
、
今
色
昔
と
異
る
な
し
、
而
も
亦
移
植
え
に
れ
で
よ
り
未
だ
幾
何
の
世
紀
ぞ
麗
や
と
想
は
る
る
江

南
竹
の
街
は
、
域
州
乙
訓
郡
を
し
て
一
名
産
地
の
名
を
恋
ま
ま
に
せ
し
か
と
雄
色
、
全
国
諸
大
都
市
(
人
口
十
寓
以
上

昭
和
五
年
の
現
勢
)
二
一
中
最
大
率
の
赤
子
死
己
を
示
せ
る
金
津
市
を
し
て
、
(
昭
和
五
年
日
本
帝
国
人
口
動
態
統
計
記
雄
編
九
O

頁
参
照
)
世
界
健
康
都
市
の
名
聾
を
奉
げ
し
み
り
る
な
し
。
知
識
界
に
於
け
る
東
西
洋
既
拓
又
未
聞
の
分
野
を
探
る
黙

に
於
て
、
本
邦
白
然
科
砂
川
か
幾
粁
の
高
空

γ
飛
ぷ
と
す
べ
き
や
、
之
を
判
す
る
は
素
よ
り
吾
人
の
企
及
し
得
ペ
き

所
に
非
や
す
雌
-au
、
融
合
統
計
の
古
今
又
東
西
比
較
い
努
む
る
は
、
斯
聞
学
研
究
ド
営
る
者
正
に
嘗
面
の
責
務
と
す

べ
き
所
な
る
を
懐
ひ
こ
の
蕪
雑
な
る
一
編
佐
草
す
。

日岡町

・目周目・，

明
謝
在
杭
肇
淵
の
著
五
雑
姐
客
五
中
に
日
く
、
「
漢
中
山
王
勝
有
二
子
百
二
十
人
「
此
古
今
所
ν
無
之
事
」
と
、
と

は
中
国
一
千
又
一
タ
の
話
材
と
す
べ
き
所
に
し
て
、
現
代
諸
国
宰
相
如
何
に
果
断
敢
行
を
慌
ぷ
と
も
、
之
を
理
想

と
す
る
は
な
か
る
べ
し
、
現
に
同
書
中
に
色
設
け
り
、
こ
は
王
侯
之
家
「
足
二
以
雄
一
v
美
」
か
た
め
の
み
、
「
士
忠
勝

侍
有
ν
限、

日
食
不
ν
充
、
多
ν
男
多
ν
累
、
帝
斐
巳
一
一
慮
ν
之
突
と
。
さ
れ
ど
又
方
今
に
あ
り
で
も
人
口
増
殖
の
た
め

に
は
子
の
生
れ
ん
こ
と
を
要
す
る
の
み
な
ら
十
、
そ
の
子
が
克
〈
育
養
せ
ら
れ
叉
成
人
す
る
こ
と
肝
要
な
り
、
こ

は
赤
子
否
一
般
少
年
少
女
炉
、
将
来
世
舎
の
中
堅
た
る
べ
き
使
命
を
託
せ
ら
る
る
た
め
に
、
吐
曾
上
重
親
さ
る
べ

き
一
面
を
有
す
る
と
異
る
な
じ
。
然
る
に
人
の
子
に
も
夫
折
の
惨
な
し
と
せ
ま
る
は
、
銑
に
上
に
も
そ
の
一
片
鱗

ぞ
指
摘
せ
り
、
今
先
づ
問
題
の
理
論
的
方
面
に
就
き
少
し
く
考
察
せ
ん
。

赤
子
の
夫
折
統
計
貌

第
三
十
七
巻

八
j~ 

第
二
披

七

Cf. Faircluld， H. P.， Applied Sociology，. '9'6 pp. '4. 265. 
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試
み
に
之
を
一
般
生
物
に
就
き
て
稽
ふ
る
に
、

食
餌
を
援
く
る
以
上
に
そ
の
教
を
蕃
息
す
る
能
は
や
、
従
ひ
て
諸
動
物
聞
に
は
古
今
を
通
じ
、
供
給
限
ら
れ
七
る

一
定
種
の
動
物
は
何
れ
の
時
代
に
あ
り
て
も
、
自
然
が
之
に
そ
の

食
を
我
物
た
ら
し
ゅ
ん
と
し
て
闘
争
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
、

一
の
種
動
物
と
し
て
あ
と
よ
り
生
り
出
で
し
も
、
生
存

競
争
に
臨
み
て
は
間
も
な
く
果
敢
な
き
最
後
ぞ
途
ぐ
、
そ
が
そ
の
雨
仁
親
に
よ
り
扶
け
ら
れ
つ
護
ら
れ
つ
つ
ゐ
る

や
は
、
そ
の
種
が
屈
託
「
得
た
る
後
展
の
高
3
何
合
目
な
る
か
に
よ
り
岐
る
、
さ
れ
ど
何
れ
に
し
て
も
宇
宙
四
海
の

持
は
荒
し
、
う
ん
な
一
郎
、
う
切
り
桐
vu
芯
も
亦
掛
か
れ

F
、

L
f
l
i
 

人
仁
み
ら

1
ぞ
れ
在
引
税
2
す
パ
主
力
は
町
下
山
向
車

1
?

る
所
な
り
、
さ
れ
ど
畜
生
に
あ
り
て
も
術
少
し
計
り
は
生
蔑
hJ
、
ぞ
の
種
中
に
て
や
が
て
又
餓
え
に
泣
く
勇
敗
分

教
と
な
る
、
食
を
あ
き
り
で
は
同
種
族
の
年
嵩
と
し
て
そ
の
中
に
雨
親
も
合
ま
る
る
と
喧
嘩
せ
ん
と
す
、
か
〈
観

ラ
イ
ジ
シ
グ
、
ヂ
エ
ネ
レ
!
ン
ヨ
シ

し
来
れ
ば
動
物
界
に
所
謂
「
青
年
」
な
る
も
の
あ
る
や
を
疑
は
し
む
と
離
も
、
こ
は
動
物
が
賢
哲
に
よ
り
数

導
さ
れ
や
本
能
に
よ
り
否
本
能
の
権
現
祝
さ
れ
た
る
自
然
に
誘
は
れ
、
概
し
て
個
々
の
保
身
営
計
る
に
念
に
し
て

種
の
無
窮
を
疎
ん
中
る
の
致
す
所
な
り
。
買
に
動
物
は
高
等
に
準
h
u

に
従
ひ
、
幼
年
期
愈
々
長
き
の
要
を
告
〈
ぺ

一
原
理
な
り
、
別
言
す
れ
ば
心
的
又
融
合
的
生
物
と
し
て
高
艇
な
る
に
従
ひ
、

き
は
、
進
化
の
周
知
さ
れ
た
る
。

同
類
の
完
全
な
る
一
員
に
熟
成
す
る
迄
に
、
ぞ
の
幼
若
佃
瞳
の
費
や
す
べ
き
年
月
日
は
愈
々
長
し
、
人
の
子
は
修

養
す
べ
き
も
の
最
も
多
き
一
か
た
め
に
濁
ガ
の
能
な
き
年
月
も
亦
最
も
永
し
。

有

ν
生
者
必
ν有
死
、
自
然
之
進
也
(
揚
子
法
一
一
言
、
生
涯
中
高
難
を
排
し
得
た
る
人
命
と
雄
主
徐
ろ
に
そ
の
蹄
を
同
じ
う
し
て
天
則
に

随
ひ
そ
の
終
り
を
慈
仁
る
に
至
る
ロ
ニ
-z…z
m
-
n
r
J
d
R
E
S
E
-
T
F
E
Z己
E
弔
Z
F
d
2
7
v
F
2
]
m
L
O
E
Zめまの
-EM
二
E
r
z
n
r
p
E
2
M
M
(
W
P
Z
E
M

Cf. FairchiJd， H. P. Elements of Social Science. 1:925 pp. IS， 16 
Cf. Cooley， Social Proce". 1918 p. 59. 
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E
S
E
-
5
2
0
2
2
百

三

と

E

Z
。「E
E
Z切手
-

N

〉
-

2
・

f
に
言
へ
る
も
こ
れ
、
)
人
ち
亦
永
遠
に
此
大
道
を
兎
が
れ
得

.
ざ
る
も
の
の
却
し
、
唯
そ
の
多
少
遅
速
は
問
題
と
な
る
、

か
く
て
一
般
死
己
卒
は
国
民
文
明
の
粗
大
な
る
一
尺
度

と
し
て
佳
良
班
せ
ら
る
、
否
五
円
人
は
一
層
適
切
に
謂
ひ
得
ペ
し
、
子
の
死
己
率
特
に
一
歳
未
満
な
る
子
の
死
己
李

は
、
国
民
の
宿
生
経
済
及
道
徳
事
情
の
一
標
識
な
h
ノ
、
一
園
民
が
そ
の
子
の
矯
め
に
査
す
べ
き
陛
話
は
、
同
国
民

性
格
の
一
一
標
識
と
趨
切
に
呼
は
れ
得
べ
し
と
、
陛
界
を
全
般
と
し
て
考
ふ
る
に
、
今
品
川
生
れ
出
で
し
者
の
字
数
は

五
歳
未
満
に
し
て
死
す
と
見
積
ら
れ
、
文
明
闘
の
間
に
あ
り
て
も
、

一
般
に
死
者
組
数
の
四
分
の
一
乃
至
三
分
の

一
は
一
歳
未
満
の
死
一
己
に
蹄
し
、
三
分
の
一
乃
至
約
二
分
の
一
は
満
五
歳
以
下
の
死
己
に
師
す
と
せ
ら
る
、
こ
は

莫
大
な
る
生
命
一
久
は
活
刀
約
決
裂
な
ト
ノ
、
初
安
す
る
菓
炉
、
諸
蜜
東
は
多
子
い
か
一
の
重
荷
ト
い
ち
も
現
世
め
首
蜘
だ

り
、
何
か
の
仕
方
に
よ
り
之
を
兎
が
る
べ
き
こ
と
を
、
そ
の
信
念
と
し
た
り
と
謂
ひ
て
、
試
み
に
想
へ
大
正
十
二

(
一
九
二
三
〉
年
の
関
東
震
災
に
よ
る
死
己
に
関
す
る
保
険
謹
券
致
、
男
一
一
、
一
二
三
六
女
一
、

一
七
計
一
二
、
四
五
三

だ
り
、

(
昭
和
六
年
雲
行
一
九
一
二
乃
五
二
七
年
本
邦
生
命
保
険
心
有
力
含
祉
材
料
に
よ
札
る
日
本
経
験
生
命
表
附
録
五
三
頁
参
照
)

然
る
に

同
年
内
に
於
け
る
本
邦
内
地
乳
児
死
己
総
数
は
、
そ
の
約
百
倍
印
ち
一
二
一
ニ
一
二
、
九
三

C
人
た
る
を
、
保
険
曾
枇
中

に
は
俄
然
の
震
災
死
己
に
よ
り
震
備
す
る
も
の
あ
る
を
や
を
知
ら
十
す
雄
色
、
内
政
の
局
に
営
ら
る
る
諸
賢
良
は

簡
翠
な
る
右
二
計
数
の
指
摘
に
よ
り
、
問
題
の
軽
重
を
明
耕
せ
ら
る
べ
き
を
信
じ
て
疑
は
示
、
現
に
大
多
数
文
明

固
に
於
て
き
へ
も
、
幼
者
死
己
特
に
赤
子
の
死
巴
は
向
比
較
的
に
高
し
、
そ
の
子
が
在
生
た
る
た
め
、
孤
児
と
な

れ
る
に
め
、
離
婚
又
は
遺
棄
に
よ
る
家
庭
崩
壊
の
た
め
、
雨
親
が
'
銭
稼
ぎ
又
挟
襲
に
夢
中
な
る
が
だ
め
と
謂
ふ
が

赤
子
の
夫
折
統
計
穣

第
三
十
七
巻

大ふ

第

披

:iL 
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第
二
時
珊

如
〈
、
種
々
の
事
由
に
よ
り
苦
の
命
を
折
ら
る
る
者
特
に
多
き
は
、
後
に
向
説
く
べ
き
が
如
し
副
本
邦
は
古
〈
よ

と
讃
帯
せ
ら
れ
た
り
、
雲

九

四
O 

り
親
子
親
あ
る
の
一
貫
奉
り
、
舎
で
外
人
に
よ
り
P

宮
司
主
再
三

E
C
5
(赤
子
白
楽
園
)

州
の
「
楠
公
父
子
」
を
待
つ
迄
も
な
く
、
親
の
一
義
死
見
が
れ
.5
る
を
戚
知
す
れ
ば
、
子
も
亦
そ
の
旗
路
を
倶
に
せ
ん

と
し
子
の
飢
餓
診
蹴
る
に
忍
び

F
る
が
た
め
に
、
窮
マ
過
を
「
親
子
心
中
」
の
悲
惨
に
求
な
る
の
一
例
も
珍
し
か
ら
や
、

育
児
に
意
佐
田
川
ふ
る
と

2
探
き
結
果
は
、
動
物
凶
拡
の
一
世
界
に
就
き
て
誌
も
そ
川
町
模
範
を
捜
し
、
獅
子
子
育
て
mw

翠
営
A
H司
此

vu
し
弓
ト
る
ま
司
'
町
乃
U

宇
都
宮
、
旬
、

l
り

-
4
1
1
l
'
i
l
!
:
(
]

~
/
一
戸
一
又
央
予
沼
泊
二
叫
J

笠
L
J干
乃
庄
ケ
下
、
先
手
、

7
!
b
n
-
f
y
;
ノ
ノ
J

'

』』

i

l
』』

圧
最
長
高
吃

J

，
i
J
 

む
数
を
察
す
る
に
、

比
較
的
に
砂
く
し
て
年
々
線
死
広
敷
に
比
し
、

三
五
乃
至
三
八

μ
た
り
、

(
第
四
十
七
万
至
五
十

一
回
目
木
帝
国
統
計
年
鑑
各
遁
「
略
説
」
参
照
)

き
れ
ど
こ
の
死
率
と
雌
も
そ
の
大
部
分
は
不
必
要
に
ち
、
避
け
ら
れ
得
ペ
き

所
た
り
左
す
べ
き
や
、
数
文
明
国
の
例
に
徴
し
て
断
じ
得
べ
き
所
な
る
の
み
な
ら
守
、
之
が
推
移
の
跡
を
緯
ね
、

男
女
、
季
節
、
都
品
、
合
一
宮
、
嫡
私
出
等
の
一
別
に
よ
り
之
を
解
析
し
、
特
に
又
出
生
数
の
多
少
に
照
し
て
研
究
す

る
と
き
は
、
寒
心
す
べ
き
事
責
砂
か
ら
ゴ
る
を
接
見
す
ぺ
し
。

巴

-
r
g
n
q
が
生
存
競
守
自
然
淘
汰
の
生
物
準
的
理
法
を
、
人
間
界
に
も
推
及
ぽ
し
、
赤
子
死
己
を
観
し
て
か

か
る
淘
汰
作
用
の
一
面
観
せ
る
は
有
名
な
る
も
、
こ
は
寧
ろ
性
生
活
に
於
け
る
「
末
は
野
山
」

E
田
山
内
二
節
目
出
向
門
主

義
と
、
冷
評
す
べ
き
所
、
之
を
是
認
す
べ
く
ん
ぱ
特
に
無
配
偶
者
の
産
児
、

母
親
た
る
濁
り
女

E
B
R号
仏
ロ
己
目

長
巾
『
も
亦
容
赦
す
べ
き
こ
t

と
と
な
ら
ん
、
事
質
上
乳
児
死
己
の
原
因
を
奉
げ
て
、
自
然
の
苛
酷
を
護
る
『
閤
魔
の

ヂ
ヤ
ウ

使
」
命
(
心
地
親
経
)
定
命
の
自
然
淘
汰
的
性
質
を
帯
ぷ
と
す
べ
き
こ
と
な
い
、
き
れ
ば
現
今
世
舎
研
究
者
衛
生
率
者

Cf. Ellwood， Socialogy and Modern Socinl Problems. 1923 
Zach， Die Statistik， 1913 S. 69; Towne， Social Pl'oblcl出.
Hayes， The Study of SClciogyふ ed.19J8 p. 18，-
Cf. Chamberlain， Things ]npanese.5. ed. speciall.y pp. 92， 95. 
Cf. Elster， A.， Art. Sauglingsfursorge“im Elster，o， Worterbuch. 3. A. 11. S. 
712; Derselbe， Sozialbiologie. 1923 S. 273; G. T(:川 me，Die Sozialen Ursachen 

pp. 188. 189; 
I916 p. 371; 

4) 

5) 
6) 



は
一
般
に
赤
子
死
己
の
低
減
山
来
得
べ
〈
は
そ
の
施
減
を
期
す
る
を
以
て
、
国
民
の
営
然
な
る
責
務
視
す
。
凡
て

一
大
防
衛
運
動
振
興
の
第
一
歩
は
堅
貫
に
し
て
明
哲
な
る
公
憤
を
喚
起
す
る
に
あ
り
、
赤
子
存
養
運
動
も
亦
此
例

に
洩
る
る
な
し
、
之
が
た
め
特
に
出
生
数
に
照
せ
る
赤
子
死
己
の
双
方
材
料
に
就
き
信
頼
し
符
べ
き
、
叙
設
を
得

せ
し
め
、
叉
子
の
特
殊
疾
病
を
防
く
の
機
舎
を
最
色
敏
速
に
提
へ
し
む
べ
き
趨
営
記
録
を
必
要
左
す
と
は
、
後
に

説
く
が
如
く
人
口
動
態
特
に
出
生
に
闘
す
る
統
計
、
久
し
く
粗
策
の
状
態
な
績
げ
た
る
、
北
米
合
衆
国
の
特
殊
事

情
に
膳
や
る
立
話
と
す
ぺ
き
色
、
弘

t
此
問
題
に
闘
し
如
何
に
統
計
?
、
設
ん
十
べ
き
か
の
大
国
H
'
r
、
道
破
ぜ
hν

Lr-
す
べ
き
や
模
す
る
に
憐
り
あ
り
、

て
の
外
赤
子
死
己
防
衛
金
日
約
と
す
る
諸
方
策
J

川、

在
包
・
・
諸
岡
に
講
唱
げ
ら
る

る
所
な
り
、
吾
人
は
大
戦
前
及
戦
後
に
一
日
一
る
濁
逸
に
於
て
、
此
問
題
に
閲
し
て
一
不
さ
れ
た
る
推
移
が
、
頗
名
興
味

深
〈
一
般
人
口
準
理
に
脇
係
す
る
所
色
浅
か
ら
.5
る
砂
以
て
、
後
段
に
於
て
珊
か
之
を
取
扱
ふ
べ
き
も
、
今
簡
単

に
鯛
れ
お
き
た
き
は
か
か
る
運
動
を
目
的
と
せ
る
園
衆
行
動
に
疏
き
て
然

h
、
部
ち
偽
繭
西
は
子
の
死
己
敷
低
下

を
謀
る
の
急
先
鋒
と
し
て
現
は
れ
、

一
九
心
三
年
に
は
問
題
目
に
閲
す
る
国
際
曾
議
召
集
せ
ら
れ
、

九

年

伯
林
に
聞
か
れ
し
第
三
回
圃
際
曾
議
「
い
あ
り
で
は
、
二
十
筒
園
よ
り
の
代
表
者
集
ま
り
、
同
問
題
は
議
せ
ら
れ
、

統
計
は
蒐
集
ザ
ら
れ
、
諸
濠
防
策
は
決
議
せ
ら
れ
た
り
、
而
し
で
か
く
多
〈
の
園
よ
り
出
席
を
見
し
た
め
、
そ
の

討
議
は
庚
く
侍
播
せ
ら
れ
た
り
、
英
に
於
て
も
同
問
題
に
就
き
一
屡
々
大
舎
議
を
開
催
せ
る
こ
と
博
へ
ら

εる
左
共

に
、
米
に
於
け
る
最
初
の
内
園
舎
議
は
一
九

O
九
年
米
国
欝
皐
院
円

ro
〉
自
己
一
円

E
〉
g
L
g
q
o『
旨
庄
一
円
宮
内
土

催
の
下

Z
2
B巴
2
4
2
に
聞
か
れ
た
り
、
此
舎
議
の
結
果
と
し
て
「
米
乳
児
死
C
研
究
防
荷
協
曾
」
岳
町
〉
E
E
Eロ

赤
子
の
夫
折
統
計
額

九

四

第

披
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三
十
七
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赤
子
白
夫
折
統
計
観

第
三
十
七
谷

一
九
四

第

~X 

Vll 

〉山田

2uzc-M
『

C
円

門

-
H
O
∞
門
己

ξ

E
己

H
J
.

。2ZED--c『
H
E
P
-
昆

冨

2
z
r
q
組
織
せ
ら
る
、
そ
の
目
的
と
す
る
所
(

1

)

乳
児
死
己
に
付
そ
の
一
一
切
の
関
係
研
究
(
2
)
乳
児
死
己
の
諸
原
因
に
闘
す
る
知
識
の
普
及
(
3
}
そ
の
諸
防
過
怯
の

奨
脚
に
あ
り
、
そ
は
国
民
を
激
育
又
啓
後
し
、
優
れ
に
る
街
生
組
織
及
行
政
を
鼓
舞
し
、
全
米
健
康
省
の
設
置
唱

導
に
努
め
つ
つ
あ
り
、
合
衆
国
政
府
は
近
年
に
至
る
迄
児
女
保
護
の
た
め
査
す
所
多
か
ら
ぎ
り
し
が
、
近
年
聯
合

政
府
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
る
「
児
一
堂
局
」

。-H一一
斗
門
町
ロ
よ

]
1
F
Z
『
巾
h
H
己

は
、
之
を
以
て
重
大
問
題
の
一
つ
腕
し
、

ヨ見

之
が
研
究
セ
初
め
、
弘
敢
育
的
た
り
又
鮮
明
に
見
聞
に
宮
め
る
文
書
を
殺
行
し
初
め
た
り
、
そ
は
前
記
協
曾
と
提

一
九

O
八
年
米
合
衆
園
大
統
領
に

携
し
て
行
動
し
、
通
営
な
る
詮
意
は
恰
も
此
問
題
に
注
が
れ
初
め
つ
つ
あ
り
、

り
、
前
記
の
成
行
に
際
舎
し
て
政
局
を
宰
理
し
た
る
者
・
ロ
-
H
P
F

は
言
へ
h
ノ
、
「
乳
児
死
己
低
減
問
題
の
永
遠
に

停
は
る
べ
き
要
度
を
、
誇
張
し
逼
「
る
は
可
能
な
ら
守
、
そ
は
家
庭
の
幸
緬
に
影
響
す
る
の
み
な
ら
争
、
骨
骨
の

一
珊
一
祉
、
人
種
の
賂
京
市
に
影
響
す
」
と
、
特
に
外
来
移
民
に
富
み
又
黒
色
人
種
を
包
擁
す
る
同
闘
の
国
情
に
照
せ
ば
、

統
計
の
詳
賓
に
徴
す
る
迄
も
な
〈
、
剖
切
た
る
を
推
測
せ
し
な
、

3
れ
ば
こ
そ
濁
逸
赤
子
愛
護
運
動
の
近
年
に
於

げ
る
一
急
先
鋒
の
mr・
0
σ
2・5
m
L
E
E
-『と

3
・0
戸
口
W
E
n
t
も
説
け
る
な
れ
、
「
子
供
の
多
死
は
艦
梼
的
国
民
的
不

幸
な
り
、

一
つ
に
は
幽
民
経
捕
上

E
額
の
債
値
を
、
権
災
者
の
だ
め
の
轄
し
き
負
憶
に
あ
っ
る
た
め
年
々
空
し
く

作
出
し
て
又
倉
率
に
滅
失
せ
し
な
る
た
め
に
然
り
、
二
つ
に
は
子
供
多
子
の
原
因
が
同
時
に
生
き
蔑
れ
る
乳
児
の

抵
抗
力
を
殺
事
、
圃
民
の
力
を
そ
の
孫
再
開
に
及
ぶ
迄
弱
か
る
が
た
め
に
然
り
」
と
、
本
邦
に
闘
し

n
E
B
t
mユ同一口

は
前
引
用
書
中
説
き
得
た
り
、
醤
界
の
諸
大
家
は
日
本
在
留
欧
人
種
の
児
女
聞
に
、
死
巴
敷
法
外
に
低
か
る
べ
き

cr; T。、;vne，op. cit.， pp・373.374・7) 



を
言
明
す
と
、
買
に
数
年
に
及
ぶ
べ
き
授
乳
、
育
児
に
閥
す
る
心
掛
け
の
周
到
等
、
母
親
た
る
者
を
術
早
に
し
て

老
け
し
か
る
こ
と
あ
る
べ
き
特
殊
風
習
は
、
在
留
外
人
の
子
を
色
風
化
し
て
之
を
幸
福
な
ら
し
む
る
色
の
も
存
す

ザ
ト
イ

ベ
し

E
雌
色
、
方
今
世
舎
の
一
隅
に
は
、
鬼
婆
の
悪
虐
を
仲
へ
る
里
子
、
有
料
子
預
り

Z
ξ
r
E
=
m
子
貰
ひ

の
報
道
、
新
聞
紙
上
に
そ
の
腫
を
接
す
、
是
れ
果
し
て
何
の
兆
に
し
て
、
是
を
包
め
る
赤
子
死
己
の
統
計
果
し
て

何
等
の
状
を
呈
す
る
乎
、
人
の
子
を
し
て
「
子
で
子
に
あ
ら
ぬ
自
ら
を
此
歳
月
の
御
養
育
」
と
想
は
し
な
る
や
如
く

仕
向
く
る
か
、
或
は
少
年
野
球
全
国
大
舎
に
始
球
営
勤
め
て
得
々
だ
り
、
{
話
回
)
V

，
刊
行
位
指
否
酷
評
す
れ
ば

E
S

一
吊
児
三
と
す
べ
き
そ
克
惜
し
、
又
「
私
生
人
口
」
の
人
材
淘
汰
に
冷
淡
な
る
は
果
し
て
賢
と
す
ぺ
さ
や
、

告
書
e
V
A
}

畳
一
似
て
準
一
貫
給
食
問
題
を
心
配
す
る
の
徐
裕
あ
ら
ば
、
本
邦
子
貰
ひ
の
弊
匡
故
に
深
甚
の
注
意
捕
は
忍
べ
き
筈
な

ら
や
や
、
謂
ふ
莫
れ
、
マ
ツ
リ
ノ
ゴ
ト
'
a
u
亦
分
業
な
り
、
問
注
所
、
侍
所
別
営
、
諸
事
奉
行
人
の
問
に
分
業
め
り
と
、

救
貧
、
樺
世
又
非
違
糾
揮
に
営
る
べ
き
局
課
は
、
表
面
的
に
濁
立
存
在
ぞ
有
す
ぺ
し
と
雄
色
、
心
身
劣
弱
な
る
幼

少
児
女
に
封
ず
る
瞳
智
徳
情
育
上
、
文
殺
の
府
済
々
だ
る
諸
賢
良
に
何
等
活
動
す
べ
き
色
の
な
し
と
謂
ふ
ぺ
け
ん

一
国
政
拍
の
統
一
を
計
る
は
、
非
常
時
に
於
て
特
ぷ
然
り
と
考
ふ
と
雌
色
、
数
育
行
政
の
大
旨
を
語
る
は
吾

哉、人
の
任
に
あ
ら
す
、
従
び
て
吾
人
は
上
来
読
さ
来
れ
る
所
を
瞳
し
つ
つ
、
徐
ろ
に
研
究
の
歩
を
進
め
ん
と
欲
す
。

幼
者
特
に
赤
子
の
死
己
数
前
に
一
言
せ
る
が
如
く
防
相
し
き
に
よ
り
、
推
し
て
知
る
べ
き
が
如
く
、
相
封
的
組
死

巳
数
は
本
来
赤
子
死
己
数
に
よ
り
左
右
せ
ら
る
、
而
し
て
赤
子
死
己
数
そ
の
も
の
の
多
少
は
、
出
生
教
の
多
少
に

赤
子
の
夫
折
統
計
額

第
三
十
七
巻
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亦
子
の
夫
折
統
計
親

第
三
十
七
巻

九
ノ、

第

披

四
四

繋
れ
り
、
亦
子
又
は
民
間
事
及
統
計
の
専
問
上
普
通
に
呼
は
る
る
如
〈
、
乳
児
又
は
嬰
児
の
死
己
款
を
、
そ
の
も
の

一
歳
未
満
な
る
子
の
死
己
致
を
、
同
一
期
間
(
豊
百
暦
年

と
し
て
考
察
せ
ん
と
し
最
色
普
通
に
行
は
る
る
方
法
は
、

に
就
き
で
算
定
)
の
出
生
数
と
比
較
す
る
に
あ
り
、
そ
は
一
暦
年
内
一
歳
未
満
の
死
者
が
、
勘
か
ら
中
前
年
内
の
出
生

者
よ
り
生
や
る
こ
と
を
想
へ
ば
、
数
曲
学
的
に
は
正
営
な
ら
守
、
之
を
濁
逸
の
鰹
駿
に
徴
す
る
に
、

一
歳
未
満
の
死

者
中
平
均
七
二

μ
は
仙
波
年
内
に
、

二
八
%
は
前
年
中
に
生
れ
た
る
者
な
り
、
唯
年
々
の
出
生
敷
が
大
相
違
か
と
不
5

十
と
せ
ば
、
普
通
の
計
算
法
に
よ
り
足
れ
り
と
す
べ
き
も
、
戦
時
諸
年
に
見
だ
芯
が
如
〈
出
生
数
急
減
し
、
又
大

戦
後
の
初
年
に
見
に
る
が
如
く
急
増
す
る
時
は
、
そ
の
趣
脚
h
l
之
と
異
れ
h
ノ
、
普
通
の
計
算
法
に
よ
ち
て
は
前
の

場
合
に
、
過
大
の
率
を
、
後
の
場
合
に
過
小
の
率
を
生
十
ぺ
し
、
之
に
似
た
る
事
例
は
全
〈
別
箇
の
理
由
に
よ
り
、

米
国
乳
児
死
己
卒
の
推
移
に
つ
き
察
し
得
べ
き
は
、
後
に
註

t
べ
き
が
如
し
、
而
し
て
そ
の
出
生
率
の
相
違
炉
、

一
入
七
O
及
七
一
年
の
戦
時
に
見
た
る
が
如
〈
、
さ
迄
大
な
ら
や
左
せ
ん
か
、

一
暦
年
内
一
歳
未
満
の
死
己
教
を

同
年
及
前
年
出
生
敷
の
卒
均
敷
に
封
比
す
る
の
方
法
に
よ
り
善
昆
し
得
べ
き
も
、
大
戦
に
よ
り
惹
起
き
れ
し
が
如

き
大
相
遣
を
呈
せ
し
場
合
に
は
、

一
層
精
密
な
る
計
算
に
よ
る
を
可
と
す
一
九
一
六
年
分
つ
濁
逸
統
計
央
報
」
に
一

文
守
口
己
主
==m
戸戸内『

rz笠
宮
内

E
R「
U
F
r宮
古
宮
内
『
一

m
m
4
5
5
=
を
寄
せ
し

見ー-

HCF円
が
、

一
一
暦
年
内
一
歳
未

荷
死
己
の
七
二

μ
は
同
暦
年
内
の
出
生
に
、
二
八

μ
は
前
年
内
の
出
生
に
鯖
す
ぺ
し
と
せ
る
は
之
が
だ
め
な
り
、

主
れ
ど
出
生
率
の
大
典
型
化
あ
る
際
に
は
、
右
七
二
割
二
八
の
比
も
亦
盤
?
、
こ
の
面
倒
を
避
く
る
た
め
、
此
問
題

一
歳
未
満
な
る
子
の
死
巴
律
度
営
計
算

に
つ
き
て
も
死
己
表
作
製
に
用
ゐ
ら
る
る
方
法
を
臆
用
す
る
こ
と
正
し
、



す
る
こ
と
と
な
し
得
べ
き
も
、
(
一
年
内
一
時
封
の
人
口
年
齢
別
材
料
と
、
同
年
中
死
亡
年
齢
別
の
材
料
と
を
組
合
せ
、
一
歳
未
満
死
亡
歩
合

を
察
ナ
る
方
法
は
惑
か
に
粗
大
な
り
、
蓋
し
本
邦
に
そ
の
例
を
看
る
が
知
〈
、
年
々
十
万
一
日
の
責
査
及
推
計
人
口
年
齢
別
に
よ
る
こ
と
L

せ
ん
か
、

同
年
内
そ
れ
迄
に
零
乃
至
一
歳
に
し
で
死
せ
る
は
、
常
然
十
月
一
日
現
在
の
零
乃
至
一
歳
者
中
に
合
主
れ
ず
、

従
ひ
で
外
観
上
大
な
る
翠
を
生
む
「

お

巴

占

γ

、
昭
和
六
年
普
通
算
法
に
よ
れ
る
乳
児
死
亡
率
一
コ
了
二
な
る
に
、

こ
の
算
法
に
よ
れ
ば
二
二
・
二
一
を
示
ナ
。
第
五
十
一
回
統
計
年
鑑
五
一
及
五

一
年
内
の
幼
者
死

ι数
視
す
べ
き
一
計
数
め
る
こ
と
な
し
、

従
ひ
て
夏
暑
く
し
て
乳
児
死
巳
に
影
響
す
る
あ
ら
は
、
賞
用
の
た
め
に
は
そ
の
死
己
律
度
を
無
用
に
蹄
せ
し
な
ペ

の
知
事
一
九
一
九
年
同
3
5
M
岡
中
央
統
計
機
関
報
中
、
前
記
論
者
と
同
一
題
目
に
よ

二
頁
参
照
)

そ
の
死
己
は
二
暦
年
に
及
ぼ
さ
る
べ
く
、

し
そ
の
問
〔
穴
え
も
主

一
方
法
を
新
還
し
、
一
九
一
五
年
に
於
げ
る
一
歳
未
満
死
者
中
、
同
年
内
に
生
れ
た
る
者

を
引
抜
き
、
そ
の
数
を
同
年
内
の
出
生
数
に
照
し
て
乳
児
死
己
百
分
比
を
算
定
し
、
同
様
に
又
そ
の
死
者
中
一
九

一
四
年
の
出
た
る
を
、
同
年
出
に
し
て
同
年
を
生
獲
し
得
た
る
者
に
照
し
、
そ
の
乳
児
死
己
百
分
比
を
算
定
し
、

そ
の
雨
比
を
合
算
す
べ
し
と
提
議
し
た
り
、
か
か
る
加
算
は
数
朗
学
的
に
考
へ
て
素
よ
り
許
容
さ
る
べ
き
こ
主
だ
ら

ぎ
る
も
、
同
様
な
る
非
難
は
普
通
算
法
に
よ
る
乳
児
死
巳
率
に
就
き
て
も
、
等
し
く
加
へ
得
ぺ
き
所
な
り
、
何
れ

れ
る
一
文
中
に
於
て
、

に
し
て
も
関
口
町
℃

E
の
峯
は
一
様
に
よ
く
費
用
に
供
し
得
べ
し
、
そ
の
外
月
山
r
g
及
討
さ
勺

E
の
南
方
法
に
よ

れ
る
結
果
は
、
相
互
に
大
差
を
示
す
こ
と
な
し
、

一
九
一
五
年

Z
2
5
=
の
乳
児
死
己
率
は
、
前
者
の
算
法
に
よ

一
・
ご
た
る
べ
く
、
後
者
の
算
法
に
よ
ら
ば
一
一
・
-
7
1
た
る
べ
き
も
、
普
通
算
法
に
よ
れ
ば
ご
一
・

o
一た

ち
、
高
死
む
数
の
際
に
は
そ
の
相
違
一
層
大
な
る
べ
い
o

ら
ば'普

通
算
法
に
よ
れ
る
乳
児
死
巴
率
丈
け
を
考
慮
に
入
る
る
こ
と
と
し
て
も
、

之
が
利
用
に
就
き
で
は
注
意
し

赤
子
の
夫
折
統
計
観

第

.g)Jt 

第
三
十
七
巻

:iL 
じ

怯l
玉:

Cf. BleIcher， StatIstik 1， 1915日 I23;F. PJ'inzin:g， _Die Zukunftigen Au~ga_ben 
cier Gesundheitsstat同 tik(Sozi乱lhygieru:;c'llt: Abhult1dlu時四， hr:!:ig. v.A. Fischer. 
J.) '920 S. 33 拙著論綱562頁以下
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赤
子
の
夫
折
統
計
親

第
三
十
七
巻

九
i¥ 

第
二
披

四
六

お
〈
を
可
と
す
べ
き
こ
と
あ
り
、
卸
も
第
一
に
ぞ
の
率
が
精
確
な
る
七
め
に
は
、
出
生
及
死
己
が
等
し
き
確
質
程

度
を
備
へ
て
記
録
せ
ら
る
L
」
の
偲
定
成
定
つ
を
要
す
、
事
買
上
原
則
'
と
し
て
死
巳
は
出
生
に
比
し
一
層
確
貫
に
報

告
せ
ら
る
、
年
教
を
経
る
に
定
ひ
出
生
中
記
録
に
載
せ
ら
る
る
割
合
を
遁
増
し
、

そ
の
圃
乳
児
死
巳
率
の
減
少
は
、
現
買
の
表
明
た
ら
や
'
し
て
寧
ろ
唯
外
観
上
然
り
と
す
べ

一
面
死
巳
の
相
罰
的
調
繁
度
に

盤
化
な
し
と
せ
ん
か
、

か
ら
ん
、
そ
の
際
分
母
の
大
き
は
全
部
出
生
放
の
増
加
に
よ
る
も
の
だ
ら
や
し
て
、
部
分
的
に
は
報
告
お
れ
た
る

中
山
生
の
割
合
増
加
に
よ
る
-
も
の
な
れ
ば
な
り
、
こ
は
米
闘
に
そ
の
趨
例
を
後
見
す
る
所
だ
る
や
、
後
に
向
再
認
す

ベ
し
h

第
二
に
筑
児
死
己
計
算
上
死
産
を
如
何
に
取
扱
ふ
か
に
付
、
諸
国
問
に
一
致
を
快
〈
、
本
邦
統
計
局
の
採

れ
る
所
は
多
〈
の
固
に
行
は
る
る
か
如
く
、
二
者
別
々
に
報
告
せ
ら
れ
、
死
己
苧
計
算
上
死
産
を
取
入
る
る
こ
と

な
き
も
、
圃
に
よ
り
で
は
死
産
を
出
産
中
に
も
死
己
中
に
も
算
入
す
る
あ
り
、
又
英
蘭
に
そ
の
例
雪
見
た
る
が
如

く
、
死
産
は
全
〈
整
録
き
れ
r
d

る
あ
り
、
而
し
て
同
園
出
生
の
屑
出
に
つ
き
で
は
六
週
の
期
聞
を
認
か
る
を
以
て

出
生
後
そ
の
期
間
内
に
死
せ
る
者
に
し
て
、
会
〈
届
出
な
き
者
多
か
る
べ
き
は
推
測
し
得
べ
き
所
に
り
、

か
か
る

事
情
め
る
に
拘
は
ら
や
、
同
闘
が
後
に
奉
ぐ
ぺ
き
計
数
上
明
か
な
る
が
如
く
、
多
年
割
合
に
低
き
乳
児
死
己
峯
を

示
し
つ
つ
め
る
は
、
注
目
す
べ
き
貼
に
一
事
由
を
加
ふ
る
も
の
と
謂
ふ
べ
し
、
そ
の
外
一
般
に
統
計
作
製
の
賓
際

奈
翁
法
血
〈

上
出
生
と
死
産
と
の
匝
別
に
つ
き
で
は
、

諸
国
の
材
料
e

伊
二
様
に
信
頼
し
得
べ
し
と
す
る
を
得
争
、

(
リ

c
c
m
円
一
三
一
行
は
る
る
諸
国
例
A
T
ぱ
偽
及
白
に
あ
り
で
は
、
出
産
の
届
出
に
三
日
の
期
限
を
付
す
、
か
く
て
そ
の

出
生
者
三
日
以
内
届
出
前
に
死
せ
ち
と
せ
ば
、
偽
国
規
定
の
下
に
で
は
芝
公
口
=
円

g
E
〈一白

と
し
て
記
録
さ
れ
死



産
に
合
算
せ
ら
る
か
く
て
偽
に
て
は
ぞ
の
死
産
が
死
己
に
算
入
を
見
ぎ
る
と
共
に
、
出
生
の
教
は
引
下
げ
ら
る
る

こ
と
と
な
り
、
従
ひ
て
又
乳
児
死
己
の
率
を
低
下
せ
し
な
、
曲
学
者
の
計
算
に
よ
れ
ば
だ
め
に
約
一

μ
の
低
下
を
惹

起
す
と
せ
ら
る
。

小
児
死
己
は
古
く
よ
り
既
ド
統
計
観
察
の
愛
好
物
瞳
と
な
り
、
子
の
初
生
後
第
一
ヶ
月
内
は
、
第
二
ヶ
月
内
に

比
し
四
倍
の
死
む
あ
り
、
そ
は
又
第
二
及
第
三
齢
内
の
死
巳
教
と
殆
ん
ど
同
じ
と
は
、
夙
に
撃
者
の
注
目
せ
る
所

ア
ダ

な
り
、
茄
又
は
瓜
な
り
せ
ば
徒
花
を
見
る
と
雌
も
、
}
白
然
と
観
し
て
己
み
な
ん
、
人
に
つ
き
同
一
過
程
の
目
撃
ぞ

泡
ら
る
る
は
、
人
情
忍
び
難
し
と
せ
ざ
る
な
得
ん
乱
、
兎
も
角
か
か
る
事
情
J

の
る
な
以
ナ
、
乳
児
死
む
詳
癖
の
に

め
に
は
、
耳
に
一
歩
を
進
め
札
悶
死
山
教
を
出
生
後
の
生
産
月
数
否
沼
教
又
日
教
に
細
分
し
て
計
算
す
お
は
、
殴
一
E

ろ
普
通
な
り
と
雄
も
、
本
編
に
あ
り
で
は
一
切
之
に
鯛
れ
や
。

四

肺
結
核
は
多
く
青
春
少
壮
前
途
有
望
の
男
女
に
そ
の
犠
牲
を
求
め
、
そ
の
年
配
以
上
の
人
々
は
服
管
系
統
の
病

気
、
特
に
心
臓
病
、
癌
腫
及
神
駆
病
に
よ
り
往
生
の
結
果
を
惹
起
す
る
こ
と
多
き
に
反
し
、
替
養
不
足
、
麻
疹
、

狸
紅
熱
、
貫
布
的
里
亜
、
窒
扶
斯
、
痢
病
等
が
、
幼
少
生
命
の
大
敵
た
る
は
常
人
も
亦
解
ふ
る
所
な
り
、
何
れ
に

し
て
も
侮
り
難
き
児
女
多
死
は
之
一
か
た
め
に
惹
起
さ
れ
、
特
に
基
礎
及
臨
床
墜
墜
に
秀
で
た
る
文
明
園
調
逸
に
於

て
き
へ
、
議
防
署
事
の
買
際
に
留
意
す
る
こ
と
早
〈
よ
り
深
か
り
し
英
圃
に
比
し
、
撃
し
く
多
数
な
る
乳
児
死
巳

を
生
ぜ
し
め
、
恰
も

prsc一一
2
を
し
て
、
濁
逸
圃
民
の
汚
結

m
n
E
E
E乙
と
呼
ぱ
し
め
し
所
な
り
。

赤
子
の
夫
折
統
計
税

第
三
十
七
巻

九
九

第

披

四
七

9) Cf. Bailey， W. B. and ]ohn Cnmming~i ， Stati~ìti田. 19'7' p. 84; G 円chnappeト
Arndt， Sozialstatistik. r908 SS. r86， [87; jllj著経官事H良 307以下
Cf. H au~hofer J Bevolkeτnngslehre. 1904 S. 60. ro) 



赤
子
白
夫
折
統
計
叡

第
三
十
七
巻

第
二
披

四
i¥. 

ニ
0
0

諸
岡
乳
児
死
己
峯
の
概
況
に
就
き
、
出
来
る
女
け
最
新
の
材
料
を
捜
す
が
如
、
き
は
之
を
別
人
に
委
ね

(
九
「
何
一
切
言

の
前
向
著
書
一
一
一
七
四
及
三
七
五
頁
に
は
、

一九
O
一
乃
単
一
九
二
一
の
各
年
次
に
就
き
.

全
猫
乳
児
死
亡
男
女
及
腕
私
出
別
、
普
闘
に
闘
し
一
九

一
乃
至
一
九
一
八
の
各
年
次
に
就
き
都
郡
別
白
材
料
を
掲
げ
、
又

dF4
・J
J
J
ロ
rHRV♂

h
r
z
-
u
m
-
E
r
m
m
d門
u
z
r
n
R
T
U
H
[
ι
君
-
L
・
出
向
島
己
w
U
4
々
『

ω何
回

ωわ
『
己
『

E
P

A
F

』・

4
H
H
・
]
記
・
同
喧
N
E
出

-
Eぶ
に
は
一
八
七
一
乃
至
一
九
二
四
の
各
年
全
菊
乳
児
死
亡
率
を
、
同
一

O
二
六
頁
に
は
猫
逸
内
諸
国
別
一
九
二
一
年

の
乳
児
死
亡
鏑
私
出
別
を
、
更
に
失
の
頁
に
は
そ
の
料
を
主
と
し
て
一
九
二
四
年
に
採
れ
る
諸
国
別
乳
児
死
亡
を
表
示
せ
り
、
允
も
最
後
の
表
中
本

の
一
著
中
摘
録
せ
る
所
を
引
か

邦
材
料
配
合
ま
ず
〉
ぞ
の
梗
概
念
瞥
見
す
る
の
趣
旨
に
よ
ら
、
主
と
し
て

0
.
日
品
C印
門

ん
か
寸
一
過
〈
桁
き
て
香
を
求
h
U

すむも‘

不
死
の
家
有
る
こ
L
L
な
し
」
"

一
歳
m
l
J

子
を
特
て
「
老
仁
備
〈
し
に
今
や
吾

を
捨
て
て
死
す
」
(
雑
幡
宮
喰
経
)
と
の
歎
あ
ら
し
な
べ
き
乳
児
死
己
の
率
は
、
出
生
毎
百
中
諾
戚
七
(
約
五
、
和
蘭
及
濠
州

之
と
相
却
に
図
云
、
吉
弘
内
の
計
数
は
前
掲
書
一
再
販
収
録
の
分
な
り
、
以
下
関
)
瑞
典
七
(
六
)
愛
蘭
九
、
丁
抹
一

O
(八
)
葉
蘭
一

(
七
)
蘇
格
蘭
一

一(一

O
)
和
蘭
一

一
(
前
掲
)
瑞
西
一

案
耳

一
(
七

7
日
一
四
(
一
一
)
悌
一
四
(
併
及
自
由
幽

E
H
F
E
九
)

比
亜
一
四
、
勃
牙
利
一
五
〈
一
一
)
伊
二
ハ
(
一
大
別
言
す
れ
ば
約
六
分
の
一
)
西
班
牙
一
六
(
一
四
)

濁
一
大
(
一
一
)
w
y

ク
セ

ム
プ

Y
ヒ

一
七
、
洪
芳
利
一
九
(
一
九
)

Y
1
マ
ニ
ア
一
一

O
(一
一
一
)
填
一
一
一
(
一
六
)
露
二
七
(
芽
蘭
一

O
)北
米
令
衆
国
七
)
な

り
、

2
4
2
5
Z
B
U
Z
3由
。

P
H
H屯
同

岡

山

-
M
3
に
よ
る
に
、

一
九
三
七
年
諸
園
中
に
で
少
率
な
る
は
、
端
西
五
・
七
、
和
蘭
五
・
九
、

瑞
典
大
・
二
、
英
威
七
・

o、
諾
威
一
九
二
六
年
四
・
八
た
り
)
戸
よ

m戸
市
町

は
此
事
買
に
向
ひ
、
他
の
各
齢
級
に
比
し
筑
児
死
己
率

ヌ
ア
l
ナ
チ
ヨ

l
ル
ワ
ヒ

高
き
は
、
自
然
に
外
な
ら
43
ら
ん
と
せ
る
も
、
右
計
数
系
列
の
末
に
近
き
諸
計
数
に
あ
り
で
は
、
無
駄
な
る
経
費
.

徒
爾
な
る
悲
哀
及
心
配
、
雅
き
命
の
仇
な
る
氾
慌
詰
外
に
磐
し
く
現
は
れ
、

か
く
て
人
命
の
猛
烈
な
る
荒
唐
あ
り

A. '927 s. 69 Cf. Most， Bevol1ζerllngswissenschaft. 1913 s. 73; Ditt.o， 2 )
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と
謂
ふ
の
外
な
し
。
か
〈
観
令
る
と
共
に
想
ひ
合
は
す
は
四
隣
に
お
構
ひ
な
き
無
線
放
請
が
、
野
皐
な
る
鄭
聾
に

よ
り
侠
端
末
を
掃
き
散
ら
し
つ
つ
、
俗
悪
な
る
ト
ー
キ
ー
と
相
待
ち
、
無
邪
気
な
る
四
海
出
産
の
子
を
、
茶
毒
し
つ

つ
あ
る
色
の
全
然
な
し
と
す
べ
き
ゃ
を
捷
は
し
む
る
こ
と
な
り
と
雄
色
、
子
の
死
己
に
つ
き
唯
一
つ
憤
ぶ
べ
き
は

最
近
数
十
午
聞
大
戦
前
特
に
又
大
戦
後
に
於
て
も
、
殆
ん
ど
一
切
の
開
化
固
に
於
て
起
れ
る
著
大
の
改
良
に
あ
り
、

こ
は
特
に
濁
逸
に
つ
き
で
埴
切
な
h
J
、
即
ち
乳
児
愛
護
に
付
定
案
に
よ
れ
る
宣
博
及
賞
際
策
に
よ
り
.
蹴
に
大
事

蹴
を
堪
げ
、
又
更
に
準
み
て
奉
げ
ん
と
す
、
そ
の
推
移
の
民
文
的
意
義
は
、
恰
色
吾
人
が
本
論
の
主
眼
視
す
る
所

K
4
0
は
後
に
明
か
ー
す
べ
き
い
か
如
し
。
刑
し
て
又
此
勤
と
関
聯
し
て
先
づ
議
幽
別
計
毅
材
料
に
捜
し
、
東
欧
諸
圃

に
於
げ
る
が
如
く
、

大
関
に
高
死
口
事
JT-
芥
ヘ
ヲ
中
高
山
川
生
沼
に
-
、
り
出
目
炉
一
拡
げ
る
諸
闘
は
、

1
1
1
1
1
t
f
i
 

如
何
百
名
和
盟
諸

ぞ
の
高
乳
児
死
巳
牽
に
よ
り
傑
出
す
ベ
〈
、
濁
逸
闘
内
に
て
は
特
に
巴
戚
里
が
古
〈
よ
り
高
率
を
示
せ
る
や
異
と

す
べ
き
を
明
か
に
す
る
は
大
に
意
義
J

の
ち
正
雄
色
、
少
〈
L
」
も
欧
洲
諸
国
に
閥
す
る
限
、
り
に
於
て
は
、
大
戦
に
よ

る
諸
国
領
土
の
盤
夏
、
群
小
国
の
新
興
等
に
深
甚
の
注
意
を
梯
ふ
の
要
あ
ろ
を
以
て
、
今
一
切
之
を
略
し
て
後
日

の
遁
作
に
譲
る
。

本
邦
乳
鬼
死
山
に
闘
し
、
「
明
治
四
三
年
は
出
生
百
に
付
二
ハ
・
一
を
一
不
し
、
爾
後
逐
次
減
少
し
て
一
五
・
一
一
と
な

り
し
，
か
、

(
図
云
、
明
治
一
九
乃
至
二
三
同
二
三
乃
至
二
八
回
毎
五
年
年
平
均
上
、
そ
れ
そ
れ
一
一
・
七
及
一
四
・
七
D
低
率
を
示
す
は
、
明
治
=
一

0
年
代
の
初
め
以
来
に
於
げ
る
、

出
生
白
統
計
作
製
法
上
の
重
大
な
る
獲
更
前
な
る
子
と
ふ
、
関
係
浅
か

b
ざ
る
べ
し
)

翌
三
年
よ
り
は
逐

年
増
加
し
、
殊
に
大
正
七
年
に
於
て
大
に
増
加
し
て
、

一
八
・
九
を
示
す
に
歪
り
た
り
し
額
八
年
は
大
に
減
少
し
て

赤
子
の
エ
ヘ
折
統
計
観

第
三
十
七
巻

O 

第
二
放

四
九



赤
子
の
夫
折
統
計
親

第
三
十
七
巻

O 

第
二
披

五:

O 

一
七
・

o
と
な
り
し
も
品
川
高
率
た
る
を
失
は
ま
る
は
、
大
正
二
年
の
一
五
・
二
よ
り
漸
増
の
傾
向
を
辿
れ
る
の
傍
波

視
す
べ
き
も
の
も
存
す
4

し
と
雄
も
そ
は
主
と
し
て
右
雨
年
衣
に
於
け
る
椛
行
惜
戚
胃
に
基
因
す
る
色
の
の
如
し

と
は
、
故
憤
田
富
吉
氏
執
筆
「
大
正
八
年
日
本
帝
国
人
口
動
態
統
計
記
述
編
」
(
一
一
二
一
頁
)
中
に
詑
〈
所
な
り
、
爾
来
歳

に
よ
h
ノ
多
少
の
高
低
を
仲
ふ
色
、
大
韓
遁
滅
の
傾
向
に
あ
h
J
、
昭
和
五
年
の
如
き
は
一
二
・
四

を
一
ポ
し
、
過
去
二

三
ヶ
年
間
に
未
だ
舎
で
見
t
d

る
低
率
'
ど
な
れ
る
も
、
之
が
}
前
掲
諸
低
率
園
の
近
況
に
掛
照
す
る
時
は
、
そ
の
準
の

商
3
よ
h
寸
る
も
そ

ω毅
動
mw
鵡
よ
h
す
る
も
ー
や
一
如
十
h
h
利
広
る
vf
捌
持
ゆ
〔
肉
体
4Jロト

nh新
昨
釈
勺
刊
a

司
』
仁
一
ハ
京
悲
-
m
E
A
1

右
の
趣
旨
を
明
確
な
ら
し
む
る
た
め
、
前
掲
「
記
述
編
」
同
昭
和
五
年
分
及
第
五
十
一
四
年
鑑
よ
り
左
の
一
表
を
摘

録
す
。
(
前
記
衛
生
局
年
報
一

O
穴
及
一

O
七
頁
に
は
明
治
一
九
乃
至
昭
和
五
の
四
十
五
年
に
写
り
累
年
及
毎
五
ヶ
年
年
平
均
乳
見
苑
亡
筆
を
一
示
す

近
年
に
就
骨
て
は
統
計
局
の
材
料
を
利
用
せ
り
と
想
は
る
)

一

歳

未

満

死

亡

出
生
毎
百
に
付

明
治
凶
一
云
一
九
一

O
)
年

四
四
(
一
一
)
タ

大
正
元
(
一
三
)
タ

二
(
一
一
一
一
〉
。

三
(
一
回
)
タ

問
(
一
五
)
タ

五
(
一
六
)
タ

六
(
一
七
)
タ

七
(
一
八
)
h
y

八
(
一
九
)
p

九
(
一
一
O
)
9

一六・一
一五・八

一五・凹

一五・ニ

一五・九

一六・
0

一七・
0

一七・=一

一八・九

一七・一
一六・六

大
正
一

O
(
一
九
二
一
)
年

一
一
(
二
二
)
タ

一
一
一
(
二
一
一
一
)
タ

一
三
(
二
四

γ

一
四
(
二
五
)
タ

昭
和
元
(
=
六
)
タ

三
(
二
七
)
タ

一
一
一
(
二
八
)
タ

四
(
二
九

γ

五
(
一
一
一
O
)
タ

六
(
一
二
一
)
タ

一六・八

一六・六

一六・一一一

一五・六

一四・二

一=一・七

一四・二

一=了八

一四・二

一
二
・
四

一一一一二一



米
人
は
そ
の
聴
明
及
開
化
を
凡
て
に
誇
ら
ん
と
す
る
に
拘
は
ら
す
、
米
凶
一
九
一

C
年
代
通
有
な
り
し
諸
事
情

に
よ
れ
ば
、
年
々
二
四
乃
圭
二
八
高
の
乳
児
死
己
を
出
し
、
世
の
耳
目
を
筆
動
せ
し
め
た
り
、
こ
は
前
に
も
説
け

る
如
〈
、
人
口
動
態
統
計
作
製
の
基
本
た
る
身
分
登
録
制
に
、
適
営
な
る
全
国
的
組
織
を
快
き
、
特
に
出
生
統
計

7
y
j
ロ
キ
ン
メ

I
Pリ
I

に
脆
漏
多
き
に
よ
る
・
ち
の
浅
か
ら
字
、
現
に
蒐
集
さ
れ
た
る
殆
ん
ど
一
切
の
資
料
に
於
て
、
「
概
略
」
と
附
記
せ

p
り

4
G

、
き
れ
ば
米
国
に
遊
び
て
そ
の
統
計
行
政
を
繭
寮
せ
る
統
計
皐
者
中
、

明
か
に
之
を
指
摘
せ
る
者
砂
か
ら

vや

そ
の
一
例
と
し
て
寄
人
が
先
づ
奉
げ
ん
と
欲
す
る
は
多
年
英
国
商
務
省
統
計
部
長
と
し
て
令
名
あ
り
し
戸

(
U
R
P
Z
(

一八一一-ヒ
l
一
九
一
。
、

一
八
九
七
年
一
明
白
州
)
な
り
、
即
ち
民
自
ら
語
る
所
に
よ
あ
い
、

5-一
包
内
王
ロ
戸
市
に

フドに
障l

於
て
、

匹
、
り

'qANP-
震
'
』
「
罷
f
，P

4

，L
Vド
A
j
，t't札

J
d
J
叫
捌
叩

J

市
営
局
の
年
報
中
出
生
に
封
し
死
む
溜
池
を
一
市
す
rbn4
日出て

一
山
埜
前
営
契
J

、

に
、
刊
行
物
に
示
ぎ
れ
た
る
死
己
超
過
は
、
主
と
し
て
出
生
業
の
も
の
が
、
充
分
に
記
録
さ
れ
ぎ
る
に
よ
る
も
の

だ
る
こ
ん
」
を
後
見
せ
り
と
設
け
り
、
却
も
留
一
帥
の
附
添
へ
る
出
生
は
記
録
さ
る
る
も
、
産
婆
の
み
附
添
へ
る
出
生

は
牽
色
記
録
さ
れ
や
、
従
ひ
て
全
記
録
ば
不
完
全
な
り
き
と
せ
り
、
又
現
代
英
副
有
数
の
人
口
及
衛
生
統
計
皐
者

米
国
二
都
市
の
乳
児
死
己
を
比
較
し
て
、
「
比
鞍
趨
性
な
き
計
数
材
料
比
較
」

PEE

U
白
門
戸
の
一
例
に
供
し
た
り
、
謂
ふ
所
必
や
し
も
同
国
死
己
統
計
の
信
頼
債
値
を
疑

た
る

Z22ro--wd巾

!:t 、

で
と
」
U
0
2

C
『
-
=
口
C
目
ロ
セ
山
門
1
2
σ
一口

へ
る
に
非
・
?
と
雄
色
、
同
国
に
於
け
る
近
年
乳
児
死
己
率
低
下
の
一
端
を
窺
は
し
む
る
と
共
に
、
同
国
の
同
種
材

料
利
用
上
参
酌
の
料
と
す
ぺ
き
債
値
多
き
を
以
て
、
先
づ
之
を
紹
介
せ
ん
か
、

一
九
一
七
牛
乳
児
死
己
率
は
出
生

千
に
付
、
紐
育
市
八
九
、
華
盛
束
、

(
い
・
九
七
た
り
き
、
(
一
九
三
O
年
に
於
け
る
同
種
比
率
東
京
市
丸

4

「
}
〈
白
叩
一

=-dz-M
同園、J

赤
子
宮
冗
折
統
計
観

第
三
十
七
巻

五ー

O 

第
二
時
制

Cf. Towne，op. ci t.， pp. 371， 372. 
Cf. Giff~n. Statistics. 1913 P・54

12) 
13) 



赤
子
の
夫
折
統
計
観

第
三
十
七
巻

第
二
披

O 
四

五

。
、
京
都
市
一
二
八
、
大
阪
市
一
二
九
、
名
古
屋
市
三
一
一
O
な
る
を
註
意
ナ
)
著
者
は
右
二
計
数
に
比
較
趨
性
め
る
か
と
自
問
し
お

き
つ
つ
、
説
明
せ
る
所
に
よ
る
に
乳
児
死
己
は
黒
人
間
に
て
は
、
白
人
の
家
族
問
に
比
し
高
き
は
有
名
な
り
、
右

二
都
市
間
に
於
け
る
相
違
の
異
相
は
衣
表
之
を
間
引
か
に
す
。

E

H司

hu

y
m叩
一

'r

一

vIB

蔀
寸
感
束
中
叩

五ノL 白、、
人出

JJ 一c: ---
1: 

数
有

色。亡一一

一一、一二一一五

J白
三 o
t 二三人歳
ごコ九 未

減
死

Eふー7i有亡
ミTI 二

l.:九色

出
生
千
に
付
死
亡
率

白

人

有

色

遁
:J1:，八
士}九算

↑
」
ノ

r
t
L

表
に
よ
る
乳
児
死
己
率
は
白
色
及
有
色
乳
児
の
二
者
中
倶
に
事
盛
東
に
て
は
、
紐
育
に
於
け
る
よ
り
高
し
然
る

に
皮
色
を
聞
は
十
し
て
通
算
せ
る
峯
は
そ
の
遵
な
り
、
市
総
人
口
中
黒
人
を
合
む
割
合
、
雨
市
の
聞
に
相
違
あ
る

の
結
果
に
外
な
ら
中
、
夫
に
向
同
亭
者
一
か
米
幽
乳
児
死
己
及
出
生
統
計
に
付
、
評
せ
る
所
を
紹
介
せ
ん
か
、
就
中

乳
児
死
己
統
計
は
己
回
目
出
三
市
山
=
c
ご
一
戸
町
内
2
2
5
に
よ

b
玄
2
2
-
一円可∞

E
E
5
を
離
れ
て
一
別
冊
と
し
ヨ
ユ
Z

∞
【
臼
江
田
円
一
円
同
庁
『
己
戸
内
百
三
}
戸
初
日
間
一
山
門
戸
民
門
一

E
〉
『
内
向
。
ご
-
百
己
・

ω
主
題
せ
る
も
の
の
中
に
品
目
表
せ
ら
る
、

一
九
二

C

年
分
は
そ
の
第
六
年
報
な
り
、
同
年
報
中
出
生
登
簿
匝
域
に
就
き
出
生
千
に
付
て
の
乳
児
死
巳
率
を
一
不
し
、
更
に

出
生
後
三
日
以
内
、
衣
の
三
日
以
内
死
己
の
計
敷
を
細
別
し
、
又
出
生
後
初
月
内
各
週
死
己
、
三
ヶ
月
別
に
分
ち

た
る
乳
児
死
己
を
葉
類
し
て
表
示
せ
り
、
而
し
て
出
生
記
録
の
不
完
全
に
伴
ふ
可
能
誤
謬
に
闘
し
、
設
〈
所
に
よ

る
に
出
生
登
録
制
を
有
す
る
諸
州
に
で
も
、

一
部
の
州
に
て
は
完
全
に
附
行
き
れ
中
、
こ
は

]
ア
コ
者
一
回

回
口
=
豆
一
=

の
一
論
文
吋
r
m
p
a町
田
町
三
思
丘
三
三
}
山
町
[
一
戸

}
h
n
m
E
g
z
s
n円円

.0 
白

""' Fも
ー苛

、〈

〉

5
2
J
切

?

司

=σ一一口洋一===『円一戸町



ヘグ目

c
p
召
ミ
・
に
塞
げ
た
る
議
事
貫
に
よ
ム
リ
例
費
す
b
る
、
却
ち
論
者
は
出
生
記
録
確
貫
及
完
全
の
程
度
を
験
め

や
の
三
規
矩
ぞ
考
察
し
、
そ
の
第
一
規
矩
と
し
て
、
人
口
貰
賓
の
常
年
内
に
於
て
一
州
内
に
て
記
録
さ
れ
た
る
出

生
教
は
、
静
態
貫
査
上
一
歳
未
満
の
現
存
乳
児
数
と
し
て
、
計
上
き
れ
し
志
の
に
比
し
大
な
る
べ
き
筈
な
り
と
し
、

(
前
記
乳
児
死
亡
率
算
法
の
説
明
中
、
本
邦
同
種
の
材
料
に
就
き
設
け
る
所
参
照
)
諸
州
に
付
然
る
や
否
ゃ
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を

右
論
文
中
に
俊
表
し
出
生
記
録
の
不
確
賀
市
営
裏
書
し
た
り
と
せ
り
、
賢
に
米
凶
行
政
統
計
特
に
人
口
動
態
統
計
に

就
き
、
讃
捕
す
ぺ
き
長
所
あ
り
と
せ
ば
、
そ
は
計
数
及
記
録
の
詳
買
に
非
守
し
て
、
そ
の
詳
買
を
粧
ふ
べ
き
諸
推

算
の
巧
妙
な
る
利
用
に
め
り
と
こ
そ
謂
ふ
ベ
り
れ
、
統
計
串
を
定
義
す
る
に
嘗
り
、
諸
皐
者
と
そ
の
遣
を
異
に
し
、

般
算
利
用
に
・
軍
一
き
を
お
か
ん
?
と
サ

5

t〈
吋

F
Z
C
J
b
p
L仁
う

3

u
三，
y
~
u
b
2
t
T
J
て

L

i

i

q

巴，

E
'
l
i
{

一

副

吋

l
i
i
L
J

，，
d
v
l
l

圃
円
、
時

tb
円
J
A
d
J
H
d
v

悼
在
戸
4
1同
/

ノ
UHMfν

】
高
』
司
王
制
J
2
4
1
J
L
?
t

て
敬
慕
す
べ
〈
、
勢
働
統
計
を
考
案
又
編
成
し
て
は
之
が
世
界
的
先
駆
者
と
な
り
、
又
そ
の
業
績
に
よ
り
米
聯
合

政
府
の
閣
議
に
列
す
る
の
光
柴
さ
へ
櫓
ひ
待
た
る
(
い
-
U
・巧』】
m
Z
の
「
貫
際
世
舎
島
瓶
論
中
」
、
少
年
第
働
、
虐

待
防
止
、
少
年
戚
化
問
題
を
問
へ
る
も
、
乳
児
死
己
を
詳
説
せ
や
、

一
般
に
人
口
動
態
の
材
料
利
用
に
疎
な
名
は

一
は
時
勢
の
た
め
な
る
と
し
と
雄
色
(
同
書
初
版
は
一
八
九
九
年
に
出
づ
)
前
記
統
計
不
備
の
事
情
k
闘
聯
す
名
所
会
〈
存

せ
宇
左
す
る
を
得
ん
や
、
ぞ
は
兎
色
角
前
記
米
同
乳
児
死
巳
及
防
衛
舎
は
極
め
で
周
到
な
る
推
算
を
建
げ
、
信
頼

す
ペ
き
資
料
と
し
て
利
用
し
得
べ
き
を
編
修
し
た
り
、
同
協
曾
は
二
四
高
人
の
子
一
か
年
々
北
米
合
衆
国
に
於
て
一

(
大
正
四
年
内
田

歳
未
満
に
て
死
す
と
見
積
れ
り
月
4
0
3
2
Z
邑
O
E
-
-
5
E一
予
否
者
向
山
門
g
h町
内

0
2
R
ミ
P
E
-
-
H

重
量
同
氏
保
健
論
あ
と
の
報
告
者
同
同
三
品
目
印
F
2
は
言
へ
り
、
「
是
等
の
死
中
砂
く
と
も
一
二
五
千
人
は
、
現
今
知

赤
子
の
夫
折
統
計
親

第
三
十
七
巻

第

批

ヨ干.

O 
五
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赤
子
の
夫
折
統
計
観

第
三
十
七
巻

第

皆Z

O 
ノ、

互L

l且

暁
せ
ら
る
る
如
き
軸
近
衛
生
炉
、

一
般
に
賓
行
さ
れ
た
り
と
せ
ば
、
必
然
起
ら
a

さ
る
を
得
た
ら
ん
」
と
、

一
歳
未

満
に
し
て
死
す
る
子
敢
前
記
の
如
〈
多
き
は
、
合
衆
国
総
死
む
教
の
約
五
分
の
一
を
占
な
る
こ
L
」
た
り
、
ぞ
は
子

七
人
中
静
〈
と
も
一
人
が
一
歳
後
の
誕
生
を
祝
ふ
以
前
に
死
す
る
こ
と
を
意
味
す
、
然
る
に
前
記
の
如
〈
乳
児
救

護
事
業
米
闘
に
も
振
興
せ
ら
れ
て
よ
り
、

面
目
テ
新
た
に
せ
る
も
の
あ
る
に
似
た
り
、

そ
の
概
況
を
窺
ふ
に
、

EH一
-
包
己
℃
町
宮
市
中
特
別
の
防
衛
事
業
賢
一
行
さ
れ
し
地
匝
に
あ
り
て
は
、

ぞ
の
乳
児
死
率
市
の
他
地
域
に
於
け
る

に
よ
句
牛
筑
を
供
給
せ
ち
る
る
乳

よ
ち
四

C
%低
し
も
H
W
和

Z
E
C
B
の
給
筑
所
同
一

H
n
E
C
5、
Z-R
ご
三
昂

5
2可

見
聞
の
死
率
は
岡
市
の
乳
児
聞
に
於
け
る
普
通
死
率
に
比
し
五
C
M
m
低
し
、
紐
育
市
は
一
九
一

0
年
代
の
中
頃
を

ぞ
の
二
十
年
前
に
比
す
る
に
、
ぞ
の
問
人
口
及
生
計
費
が
急
に
増
し
た
る
年
代
た
る
に
拘
は
ら
守
、
年
々
死
す
る

乳
児
卒
均
二
千
人
は
砂
し
k
謂
ム
、
宜
伸
の
裏
に
は
兎
角
慮
妄
ぞ
潜
ま
し
む
、
上
報
を
以
て
一
片
の
宜
体
現
す
る

は
軽
率
の
譲
り
あ
る
べ
き
と
共
に
、
本
源
報
告
を
吟
味
し
そ
の
計
数
償
値
を
批
判
せ
る
上
な
ら
で
は
、
俄
か
に
軽

信
し
難
き
を
想
ふ
と
雄
も
、
大
持
か
改
良
に
向
ひ
つ
つ
あ
る
や
察
す
る
に
足
れ
り
。
(
未
完
)
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